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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　トンネル工事においてインバートコンクリート内に配管を固定するための、インバート

配管固定台車であって、

　前方支持台と後方支持台を有する支持部と、

　前記前方支持台と前記後方支持台の間に架け渡した架橋部と、

　前記架橋部の長手方向に沿って前記架橋部の下部に設置した複数の配管定位部と、を備

え、

　前記配管定位部が、下部を硬化したインバートコンクリート内に埋設した状態から上方

に抜き出し可能な形状及び／又は構造からなることを特徴とする、

　インバート配管固定台車。

【請求項２】

　前記配管定位部が、正面視及び／又は側面視において略楔形状を呈する箱抜き型枠であ

ることを特徴とする、請求項１に記載のインバート配管固定台車。

【請求項３】

　前記配管定位部が、水平方向に分割可能であることを特徴とする、請求項１又は２に記

載のインバート配管固定台車。

【請求項４】

　前記配管定位部が、下端部に配管の外形に対応した弧状面を有することを特徴とする、

請求項１又は２に記載のインバート配管固定台車。
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【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 配 管 定 位 部 が 、 前 記 配 管 定 位 部 の 下 端 部 に 配 管 を 固 定 す る 固 定 ワ イ ヤ を 備 え る こ と

を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 後 方 支 持 台 が 、 下 端 部 に 車 輪 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の

イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 に 関 し 、 特 に 配 管 の 位 置 決 め と 浮 き 上 が り 防 止 を 同

時 に 達 成 可 能 な イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 山 岳 ト ン ネ ル 工 事 に お い て 、 地 山 の 変 位 を 抑 制 し ト ン ネ ル と し て 必 要 な 断 面 を 確 保 す る

た め に 、 ト ン ネ ル 底 部 に イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト （ 以 下 単 に 「 イ ン バ ー ト 」 と い う ） を 構

築 す る 。 イ ン バ ー ト の 施 工 で は 、 イ ン バ ー ト の 内 部 に ド レ ー ン 管 等 の 配 管 を 埋 設 す る こ と

が あ る 。

　 特 許 文 献 １ に は 、 ト ン ネ ル 底 部 の 底 面 イ ン バ ー ト 上 に ト ン ネ ル 軸 方 向 に 沿 っ て 配 管 を 設

置 し 、 底 面 イ ン バ ー ト 上 を 埋 め 戻 し 材 で 埋 め 戻 す こ と で 、 イ ン バ ー ト 内 に 配 管 を 埋 設 す る

工 法 が 開 示 さ れ て い る 。

　 こ の 他 、 ト ン ネ ル 底 部 を 妻 板 で 区 画 し た 打 設 空 間 内 に 、 ト ン ネ ル 軸 方 向 に 沿 っ て 配 管 を

設 置 し 、 打 設 空 間 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で 、 イ ン バ ー ト の 構 築 と 同 時 に 配 管 を

埋 設 す る 工 法 が 存 在 す る 。

　 こ の 工 法 で は 、 掘 削 地 盤 上 に 複 数 の 架 台 （ ウ マ ） を 並 列 し 、 架 台 上 に 配 管 を 吊 り 込 ん で

位 置 決 め す る 。

　 コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に は 、 配 管 に は 大 き な 浮 力 が 働 く た め 、 浮 き 上 が り を 防 止 す る た

め に 配 管 を 掘 削 地 盤 上 に 固 定 す る 。 詳 細 に は 、 架 台 を ア ン カ ー で 掘 削 地 盤 に 固 定 し Ｕ ボ ル

ト 等 で 配 管 と 連 結 す る 。 こ の 際 、 配 管 へ の 応 力 集 中 を 防 ぐ た め 、 配 管 は 長 さ 約 １ ｍ ご と に

架 台 と 連 結 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ４ ８ ０ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 イ ン バ ー ト の 構 築 と 同 時 に 配 管 を 埋 設 す る 従 来 技 術 で は 、 地 盤 の 掘 削 後 に 掘 削 地 盤 上 に

架 台 を 配 置 し 、 各 架 台 を ア ン カ ー で 固 定 し 、 架 台 上 に 配 管 を 吊 り 込 ん で 位 置 決 め し 、 配 管

を 各 架 台 へ ボ ル ト 留 め す る 多 数 の 工 程 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 施 工 に 手 間 と 時 間 が か か

り 、 施 工 効 率 が 悪 い 。

　 ま た 、 金 属 製 の 架 台 を イ ン バ ー ト 内 に 多 数 残 置 す る た め 、 材 料 コ ス ト が 嵩 む 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台

車 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 前 方 支 持 台 と 後 方 支 持 台 を 有 す る 支 持 部 と 、 前 方

支 持 台 と 後 方 支 持 台 の 間 に 架 け 渡 し た 架 橋 部 と 、 架 橋 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 架 橋 部 の 下 部

に 設 置 し た 複 数 の 配 管 定 位 部 と 、 を 備 え 、 配 管 定 位 部 が 、 下 部 を 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト 内

に 埋 設 し た 状 態 か ら 上 方 に 抜 き 出 し 可 能 な 形 状 及 び ／ 又 は 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る
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。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 配 管 定 位 部 が 、 正 面 視 及 び ／ 又 は 側 面 視 に お い て

略 楔 形 状 を 呈 す る 箱 抜 き 型 枠 で あ っ て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト 内 か ら 配 管 定 位 部 を 容 易 に 抜 き 出 す こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 配 管 定 位 部 が 、 水 平 方 向 に 分 割 可 能 で あ っ て も よ

い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト 内 か ら 配 管 定 位 部 を 容 易 に 抜 き 出 す こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 配 管 定 位 部 が 、 下 端 部 に 配 管 の 外 形 に 対 応 し た 弧

状 面 を 有 し て い て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 配 管 を 配 管 定 位 部 に 安 定 し て 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 配 管 定 位 部 が 、 配 管 定 位 部 の 下 端 部 に 配 管 を 固 定

す る 固 定 ワ イ ヤ を 備 え て い て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 配 管 を 配 管 定 位 部 に 安 定 し て 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 後 方 支 持 台 が 、 下 端 部 に 車 輪 を 有 し て い て も よ い

。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 前 方 支 持 台 を 吊 り 上 げ 、 後 方 支 持 台 を イ ン バ ー ト 上 に 走 行 さ せ る こ

と で 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 架 橋 部 の 幅 方 向 に 延 在 し 架 橋 部 の 下 部 に 連 結 し た

妻 板 を 備 え て い て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 の 移 動 と 共 に 妻 板 を 搬 送 す る こ と が で き る

。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 は 、 以 上 の 構 成 を 備 え る た め 、 次 の 効 果 の う ち 少 な く

と も 一 つ を 備 え る 。

＜ １ ＞ 架 橋 部 の 下 部 に 沿 っ て 配 管 を 固 定 す る だ け で 、 配 管 の 位 置 決 め と 浮 き 上 が り 防 止 を

同 時 に 達 成 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 施 工 効 率 が 非 常 に 高 い 。

＜ ２ ＞ 箱 抜 き 型 枠 （ 配 管 定 位 部 ） を 繰 り 返 し 利 用 で き る た め 、 無 駄 な 材 料 コ ス ト が か か ら

な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 の 説 明 図 。

【 図 ２ 】 支 持 部 及 び 架 橋 部 の 説 明 図 。

【 図 ３ 】 配 管 定 位 部 の 説 明 図 。

【 図 ４ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ １ ） 。

【 図 ５ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ２ ） 。

【 図 ６ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ３ ） 。

【 図 ７ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ４ ） 。

【 図 ８ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ５ ） 。

【 図 ９ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ６ ） 。

【 図 １ ０ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ７ ） 。

【 図 １ １ 】 施 工 方 法 の 説 明 図 （ ８ ） 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

な お 本 発 明 に お い て 「 前 」 「 前 方 」 と は 坑 内 に お け る 切 羽 側 （ 図 １ に お け る 手 前 側 ） を 、

「 後 」 「 後 方 」 と は 坑 口 側 （ 図 １ に お け る 奥 側 ） を 意 味 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ６ 】

[イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 ]

＜ １ ＞ 全 体 の 構 成 （ 図 １ ）

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ は 、 イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト の 打 設 工 程 に お い て イ

ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 内 に 配 管 Ａ を 固 定 す る た め の 台 車 で あ る 。

　 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ は 、 前 方 支 持 台 １ １ と 、 後 方 支 持 台 １ ２ と 、 前 方 支 持 台 １ １

と 後 方 支 持 台 １ ２ の 間 に 架 け 渡 し た 架 橋 部 ２ ０ と 、 架 橋 部 ２ ０ の 下 部 に 架 橋 部 ２ ０ の 長 手

方 向 に 沿 っ て 配 列 置 し た 複 数 の 配 管 定 位 部 ３ ０ と 、 を 少 な く と も 備 え る 。

　 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ は 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ の 打 設 時 、 複 数 の 配 管 定 位 部 ３ ０ に よ っ

て 、 配 管 Ａ を 所 定 の 高 さ に 位 置 決 め す る と 共 に 、 そ の 自 重 に よ っ て コ ン ク リ ー ト Ｃ 内 に お

け る 配 管 Ａ の 浮 力 に 抵 抗 し て 、 配 管 Ａ の 浮 き 上 が り を 防 止 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ ２ ＞ 支 持 部 （ 図 ２ ）

　 支 持 部 １ ０ は 、 架 橋 部 ２ ０ を 支 持 す る 構 成 要 素 で あ る 。

　 支 持 部 １ ０ は 、 架 橋 部 ２ ０ の 前 方 を 支 持 す る 前 方 支 持 台 １ １ と 、 架 橋 部 ２ ０ の 後 方 を 支

持 す る 後 方 支 持 台 １ ２ と 、 を 少 な く と も 備 え る 。

　 本 例 で は 前 方 支 持 台 １ １ 及 び 後 方 支 持 台 １ ２ と し て 、 形 鋼 を 組 ん で な る 概 ね 門 型 形 状 の

架 台 を 採 用 す る 。

　 本 例 で は 後 方 支 持 台 １ ２ が 、 移 動 用 の 車 輪 １ ３ と 、 高 さ 調 整 用 の ジ ャ ッ キ １ ４ を 備 え る

。

　 前 方 支 持 台 １ １ は 、 供 用 時 、 掘 削 後 の 地 盤 上 に 立 設 す る 。 　

　 後 方 支 持 台 １ ２ は 、 供 用 時 、 前 施 工 区 間 の イ ン バ ー ト 上 に 立 設 す る 。 こ の た め 、 車 輪 １

３ の 下 端 部 は 、 後 述 す る 配 管 定 位 部 ３ ０ の 下 端 部 よ り 上 方 に 位 置 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ ３ ＞ 架 橋 部 （ 図 ２ ）

　 架 橋 部 ２ ０ は 、 配 管 定 位 部 ３ ０ を 介 し て 配 管 Ａ の 浮 き 上 が り を 防 止 す る 構 成 要 素 で あ る

。

　 架 橋 部 ２ ０ の 長 さ は 、 一 施 工 サ イ ク ル に お け る コ ン ク リ ー ト Ｃ の 打 設 ス パ ン に 対 応 す る

。 す な わ ち 、 架 橋 部 ２ ０ は 少 な く と も 、 前 方 支 持 台 １ １ と 後 方 支 持 台 １ ２ の 間 に お い て 、

コ ン ク リ ー ト Ｃ の 打 設 空 間 Ｓ 上 に 架 け 渡 し 可 能 な 長 さ を 有 す る 。

　 本 例 で は 架 橋 部 ２ ０ と し て 、 ２ 本 の 桁 材 ２ １ の 間 に 複 数 の 梁 材 ２ ２ を 架 け 渡 し て な る 鋼

製 の 桟 橋 を 採 用 す る 。 複 数 の 梁 材 ２ ２ の 上 に は そ の 長 手 方 向 に わ た っ て 歩 行 用 の 複 数 の 足

場 板 ２ ３ を 敷 設 す る 。

　 架 橋 部 ２ ０ の 下 部 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 配 管 定 位 部 ３ ０ を 配 列 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

＜ ４ ＞ 配 管 定 位 部 （ 図 ３ ）

　 配 管 定 位 部 ３ ０ は 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ 内 に 配 管 Ａ を 位 置 決 め す る 構 成 要 素 で あ る 。

　 配 管 定 位 部 ３ ０ は 、 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト Ｃ 内 か ら 上 方 に 抜 き 出 し 可 能 な 形 状 及 び ／ 又

は 構 造 を 備 え る 。 こ こ で 「 形 状 」 と は 、 例 え ば 正 面 視 や 側 面 視 に お い て 下 端 側 の 幅 が 狭 ま

っ た 形 状 等 を 意 味 す る 。 ま た 「 構 造 」 と は 、 例 え ば 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト Ｃ 内 で 分 解 し て

取 り 出 し 可 能 な 構 造 を 意 味 す る 。

　 本 例 で は 配 管 定 位 部 ３ ０ と し て 、 正 面 視 及 び 側 面 視 に お い て 略 楔 形 状 を 呈 す る 中 空 の 箱

抜 き 型 枠 を 採 用 し 、 か つ 配 管 定 位 部 ３ ０ を 幅 方 向 に 分 割 可 能 な 構 造 と す る 。 詳 細 に は 、 対

称 な 形 状 の ２ つ の 分 割 型 枠 ３ １ を ボ ル ト で 連 結 す る こ と で 、 １ つ の 配 管 定 位 部 ３ ０ を 組 み
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立 て る 。

　 本 例 で は 配 管 定 位 部 ３ ０ の 下 端 部 に 、 配 管 Ａ の 外 形 に 対 応 し た 弧 状 面 ３ ２ を 設 け る 。 こ

れ に よ っ て 、 配 管 Ａ の セ ッ ト 時 、 弧 状 面 ３ ２ が 配 管 Ａ の 外 周 に 面 状 に 接 す る こ と で 、 配 管

Ａ を 配 管 定 位 部 ３ ０ に 安 定 し て 固 定 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 配 管 定 位 部 ３ ０ は 、 弧 状 面 ３ ２ に 配 管 Ａ を 固 定 す る た め の 固 定 ワ イ ヤ ３ ３ を 備 え

て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ ５ ＞ 施 工 方 法

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ を 用 い て 、 例 え ば 以 下 の よ う な 施 工 方 法 に よ っ て イ

ン バ ー ト を 構 築 す る 。

　 前 施 工 区 間 の イ ン バ ー ト が 完 成 し た 直 後 の 状 態 で は 、 架 橋 部 ２ ０ の 下 部 か ら 配 管 定 位 部

３ ０ が 取 り 外 さ れ 、 後 方 支 持 台 １ ２ の 車 輪 １ ３ が 前 施 工 区 間 の イ ン バ ー ト 上 に 載 り 、 前 方

支 持 台 １ １ の 下 端 部 が イ ン バ ー ト の 前 方 の 地 盤 上 に 載 っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ ５ ． １ ＞ 地 盤 の 掘 削

　 地 盤 を 掘 削 す る 。

　 詳 細 に は 、 前 施 工 区 間 で 構 築 し た イ ン バ ー ト の 前 方 を 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ の 打 設 ス パ ン に

わ た っ て 掘 削 す る 。 こ の 際 、 ト ン ネ ル 側 壁 沿 い の 一 側 は 工 事 車 両 の 通 路 と し て 残 し 、 配 管

Ａ を 配 置 す る 中 央 部 を 含 ん だ 領 域 を 掘 削 す る 。 　 　 　 　

【 ０ ０ ２ ２ 】

＜ ５ ． ２ ＞ イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 の 移 動

　 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ を 移 動 す る 。

　 詳 細 に は 、 前 方 支 持 台 １ １ に 牽 引 用 の ワ イ ヤ を 連 結 し 、 ワ イ ヤ を 介 し て 重 機 で 前 方 支 持

台 １ １ を 上 方 に 吊 り 上 げ つ つ 切 羽 側 へ 牽 引 す る 。

　 こ れ に よ っ て 、 前 方 支 持 台 １ １ と 地 盤 の 縁 が 切 れ 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ が 、 後 方

支 持 台 １ ２ の 車 輪 １ ３ に 載 っ て 切 羽 側 へ 移 動 す る （ 図 ４ ） 。

　 移 動 後 、 桁 材 ２ １ の 下 部 に 沿 っ て 複 数 の 配 管 定 位 部 ３ ０ を ボ ル ト 留 め す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ ５ ． ３ ＞ 配 管 の セ ッ ト

　 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ に 配 管 Ａ を セ ッ ト す る 。

　 詳 細 に は 、 ま ず 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ の 下 方 に 架 橋 部 ２ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配

管 Ａ を 設 置 し （ 図 ５ ） 、 配 管 Ａ の 後 端 を 前 施 工 区 間 の 配 管 Ａ の 先 端 と 接 続 す る 。

　 続 い て 、 配 管 Ａ の 下 部 に 固 定 ワ イ ヤ ３ ３ を 通 し て 配 管 Ａ を 持 ち 上 げ 、 配 管 Ａ の 上 面 を 配

管 定 位 部 ３ ０ の 弧 状 面 ３ ２ に 当 接 さ せ る （ 図 ６ ） 。 当 接 後 に 固 定 ワ イ ヤ ３ ３ を 架 橋 部 ２ ０

に 固 定 し て 、 配 管 Ａ を 架 橋 部 ２ ０ か ら 吊 り 下 げ る 。

　 同 様 の 作 業 を 全 て の 配 管 定 位 部 ３ ０ に 行 っ て 、 配 管 Ａ を 架 橋 部 ２ ０ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

＜ ５ ． ４ ＞ 型 枠 の セ ッ ト

　 型 枠 を セ ッ ト し て 打 設 空 間 Ｓ を 画 設 す る 。

　 詳 細 に は 、 施 工 ス パ ン の 前 端 部 に 妻 板 ４ ０ を 設 置 し 、 車 両 通 路 側 に 側 板 （ 不 図 示 ） を 設

置 し て 、 前 施 工 区 間 の イ ン バ ー ト と 、 妻 板 ４ ０ と 、 側 板 と の 間 に 打 設 空 間 Ｓ を 画 設 す る （

図 ７ ） 。

　 こ こ で 、 妻 板 ４ ０ は 、 中 央 付 近 に 配 管 Ａ の 径 に 対 応 し た 貫 通 孔 ４ ２ を 有 し 、 貫 通 孔 ４ ２

の 上 部 は 着 脱 可 能 な 固 定 ピ ー ス ４ １ で あ る 。 こ の た め 、 配 管 Ａ を 貫 通 孔 ４ ２ 内 に 配 置 し 、

上 方 か ら 固 定 ピ ー ス ４ １ で 挟 み 込 ん で 固 定 す る こ と で （ 図 ８ ） 、 配 管 Ａ の 先 端 を 打 設 空 間

Ｓ の 外 側 に 延 出 さ せ る こ と が で き る 。

　 配 管 定 位 部 ３ ０ の 外 面 や 側 板 等 に 離 型 剤 を 塗 布 す る 。

　 な お 妻 板 ４ ０ は 、 架 橋 部 ２ ０ の 下 部 に 固 定 し て 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ の 移 動 と 同

時 に 搬 送 で き る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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＜ ５ ． ５ ＞ コ ン ク リ ー ト の 打 設

　 打 設 空 間 Ｓ 内 に コ ン ク リ ー ト Ｃ を 打 設 す る 。

　 詳 細 に は 、 妻 板 ４ ０ や 側 板 を サ ポ ー ト 材 （ 不 図 示 ） で 支 保 し て 、 打 設 空 間 Ｓ 内 に コ ン ク

リ ー ト Ｃ を 打 設 す る （ 図 ９ ） 。

　 コ ン ク リ ー ト Ｃ の 充 填 に 伴 い 、 中 空 の 配 管 Ａ に は 浮 力 が 生 じ る 。 し か し 、 配 管 Ａ の 上 部

は 配 管 定 位 部 ３ ０ の 弧 状 面 ３ ２ に 当 接 し て い る た め 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ の 自 重 に

よ っ て 配 管 Ａ の 浮 き 上 が り が 阻 止 さ れ る 。

　 こ れ に よ っ て 、 配 管 Ａ の 上 部 が 弧 状 面 ３ ２ 内 に 押 し 付 け ら れ て 、 配 管 Ａ が 設 置 位 置 に 確

実 に 位 置 決 め さ れ る 。

　 な お 、 配 管 Ａ に 浮 力 が 生 じ る こ と に よ っ て 、 配 管 Ａ を 架 橋 部 ２ ０ か ら 吊 り 下 げ る 必 要 が

な く な る 、 そ こ で 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ が 硬 化 す る 前 に 、 固 定 ワ イ ヤ ３ ３ を 引 き 抜 い て 配 管 Ａ

か ら 取 り 外 す （ 図 １ ０ ） 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ ５ ． ６ ＞ 脱 型

　 コ ン ク リ ー ト Ｃ を 脱 型 す る 。

　 詳 細 に は 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ の 硬 化 後 、 妻 板 ４ ０ と 側 板 を 取 り 外 す 。

　 続 い て 、 架 橋 部 ２ ０ と 配 管 定 位 部 ３ ０ の 固 定 を 解 除 し 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ か ら 配 管 定 位 部

３ ０ を 引 き 抜 く （ 図 １ １ ） 。 こ の 際 、 配 管 定 位 部 ３ ０ を ２ つ の 分 割 型 枠 ３ １ に 分 解 し て 、

分 割 型 枠 ３ １ を １ つ ず つ 引 き 抜 く こ と で 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ と の 接 触 面 積 が 小 さ く な る と 共

に 重 量 が 軽 く な る た め 、 引 抜 き 作 業 が 楽 に な る 。

　 配 管 定 位 部 ３ ０ を 引 き 抜 い た 箱 抜 き 孔 に コ ン ク リ ー ト を 充 填 し て 埋 め る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

＜ ５ ． ７ ＞ イ ン バ ー ト 残 部 の 構 築

　 通 路 と し て 残 し て い た 一 側 を 掘 削 し 、 前 端 部 に 妻 板 を 設 置 し て 打 設 空 間 を 画 設 す る 。 こ

の 際 、 工 事 車 両 は 構 築 済 み の 片 側 イ ン バ ー ト 上 を 通 行 さ せ る 。

　 打 設 空 間 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て イ ン バ ー ト の 残 部 を 構 築 す る 。

　 以 上 に よ っ て イ ン バ ー ト が 完 成 す る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

[イ ン バ ー ト 桟 橋 と 組 み 合 わ せ る 例 ]

　 実 施 例 １ で は 、 ト ン ネ ル 幅 方 向 の 一 側 を 工 事 車 両 の 通 路 と す る た め 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ を

ト ン ネ ル 幅 方 向 片 側 ず つ 打 設 し た 。

　 本 例 で は 、 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ を 公 知 の イ ン バ ー ト 桟 橋 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る

。 詳 細 に は 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 に お け る 桟 橋 の 下 方 に イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車 １ を 設 置 し て

施 工 す る 。

　 本 例 の 場 合 、 工 事 車 両 を イ ン バ ー ト 桟 橋 上 に 通 行 さ せ る こ と で 、 イ ン バ ー ト を 全 断 面 同

時 に 構 築 す る こ と が で き る 。 こ の た め 工 期 を 更 に 短 縮 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 １ 　 イ ン バ ー ト 配 管 固 定 台 車

　 １ ０ 　 支 持 部

　 １ １ 　 前 方 支 持 台

　 １ ２ 　 後 方 支 持 台

　 １ ３ 　 車 輪

　 １ ４ 　 ジ ャ ッ キ

　 ２ ０ 　 架 橋 部

　 ２ １ 　 桁 材

　 ２ ２ 　 梁 材

　 ２ ３ 　 足 場 板

　 ３ ０ 　 配 管 定 位 部
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　 ３ １ 　 分 割 型 枠

　 ３ ２ 　 弧 状 面

　 ３ ３ 　 固 定 ワ イ ヤ

　 ４ ０ 　 妻 板

　 ４ １ 　 固 定 ピ ー ス

　 ４ ２ 　 貫 通 孔

　 Ａ 　 配 管

　 Ｃ 　 コ ン ク リ ー ト

　 Ｓ 　 打 設 空 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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